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一
般
質
問

※請願項目の①②③と、討論の①②③は対応しています。

一
般
質
問

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例
市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、17人の議員が一般質問を行いまし

た。ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要で、
質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページから

ご覧いただくことができます。

一般質問一般質問

議
員　

緊

急
事
態
の

有
事
、
中

で
も
弾
道

ミ
サ
イ
ル

発
射
に
伴
い
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
鳴
っ
た
場
合
、
①
公
共

施
設
へ
の
一
時
避
難
は
で

き
る
か
②
小
中
学
校
は
ど

こ
の
教
室
、
廊
下
と
も
ガ

ラ
ス
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

対
応
や
指
導
は
③
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
学
校
利
用

団
体
は
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割

り
、
校
舎
へ
避
難
で
き
る

か
。

危
機
管
理
監　
①
頑
丈
な

建
物
に
類
す
る
公
共
施
設

が
あ
る
場
合
、
状
況
に
よ

り
、
避
難
の
た
め
の
利
用

は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら

身
を
守
る
有
効
な
手
段
と

考
え
ら
れ
る
。

教
育
部
長　
②
避
難
訓
練

を
実
施
、
計
画
し
て
い
る
。

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ

て
適
切
な
判
断
を
行
え
る

よ
う
な
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
児

童
生
徒
に
そ
の
よ
う
な
力

を
育
成
し
て
い
く
。
避
難

訓
練
で
は
、
実
際
の
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
音
を
聞
か
せ
、
カ

ー
テ
ン
を
閉
め
、
窓
か
ら

離
れ
、
教
室
の
中
央
に
集

ま
り
、
机
の
下
に
頭
を
入

れ
た
③
何
よ
り
も
大
切
な

の
は
、
人
の
命
。
有
事
の

際
は
、
学
校
開
放
利
用
団

体
の
判
断
に
よ
り
、
校
舎

が
安
全
と
判
断
し
た
場
合
、

校
舎
の
窓
を
割
っ
て
、
校

舎
に
避
難
し
て
構
わ
な
い
。

学
校
開
放
運
営
委
員
会
時

に
学
校
開
放
利
用
団
体
と

学
校
側
で
、
よ
く
協
議
す

る
よ
う
周
知
し
た
。

市
民
生
活
部
長　
③
学
校

開
放
利
用
団
体
と
学
校
側

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
。
各
学
校
開
放

運
営
委
員
会
の
中
で
決
め

て
ほ
し
い
。
全
登
録
団
体

に
周
知
し
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員　
市
全
体
、
市
内
全

校
の
避
難
訓
練
が
必
要
。

刃
物
を
通
さ
な
い
防
刃
布

の
活
用
な
ど
を
要
望
。
併

せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
時
の

備
え
も
進
め
て
ほ
し
い
。

▲Ｊ–アラート　
　※弾道ミサイル落下時の行動
　（出典：国民保護ポータルサイト）

窓
ガ
ラ
ス
を
割
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　校
舎
へ
避
難
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き
る
か

「
学
校
側
と
よ
く
協
議
す
る
よ
う
通
知
」

Jアラート対応

◇
地
域
防
災
力
の
向
上
と

災
害
に
強
い
防
災
拠
点
の

整
備
を
求
め
る
意
見
書

十
分
な
財
源
措
置
を
講

ず
る
こ
と
、
ま
た
、
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
全
自

治
体
へ
の
普
及
を
進
め
、

完
備
を
目
指
す
と
と
も
に
、

学
校
区
単
位
で
の
自
主
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
組

織
化
や
訓
練
の
実
施
等
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
な
ど
４
点
を
強
く

求
め
る
。
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ー
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▼
国
保
広
域
化
に
伴
う
国

保
税
の
大
幅
値
上
げ
に

反
対
す
る
請
願

※
３
件
は
提
出
者
が
違
う

だ
け
で
、
内
容
は
同
じ
も

の
で
す
。

【
請
願
項
目
】

①
今
後
も
現
行
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
堅
持
し
て
、

国
保
税
の
値
上
げ
を
や

め
る
こ
と
。

②
低
所
得
者
の
保
険
税
減

免
制
度
を
拡
充
す
る
こ

と
。

③
国
保
税
の
徴
収
は
、
生

活
と
営
業
の
再
建
を
最

優
先
し
、
保
険
証
の
取

り
上
げ
を
行
わ
な
い
こ

と
。

【
請
願
の
結
果
】

花井　伸子 議員

市民の生活最優先で
取り組むべき

①国保税条例の一部改正で述べたと
おり、賛同する②現在ある申請減免制
度が有効に活用されていないことも問
題。先進自治体においては独自の減免
制度を実施しているところ、また、子
どもへの均等割の減免制度など、制度
を拡充することは重要である③徴収の
在り方、短期保険証、資格証明書の発
行については、より細やかに、慎重に
行われるべきと考える。全国では、保
険証がなく、医療費10割を支払わなく
てはならないため、病院に行けずに重
篤になるケースが出ている。市民の生
活最優先で取り組むべき課題であり賛
同する。
以上、請願に賛成する。

討
論　

林　冬彦 議員

減免制度の拡充は困難

①戸田市の法定外繰り入れを一度に
削減することは国保加入者にとっても
負担が大きく、現実的ではない。当面、
法定外繰り入れを行いつつ、段階的に
国保税の見直しを図っていく方向性は
適切②今回の税率改正は、均等割額を
抑制して改正を行うことから、低所得
者に広く配慮している。減免制度を独
自に拡充することは、財源がなく、再
び法定外繰り入れの増加につながる可
能性があり、非常に困難③保険税の滞
納に至る背景は人それぞれだと思うが、
できる限り納税相談に結び付け、滞納
の背景を踏まえつつ納税方法を検討し
ていくことが重要と考える。
以上、請願に反対する。

賛
成

反
対

浅あ

そ

う生 

和か
ず
ひ
で英 

議
員

平成 29 年 12 月 15 日撮影

平
成
23
年
の
地
方
自
治

法
改
正
に
よ
り
、「
基
本
構

想
」
の
法
的
な
策
定
義
務

が
な
く
な
り
、「
基
本
構
想
」

の
策
定
や
、
議
会
の
議
決

を
要
す
る
か
は
、
各
自
治

体
の
裁
量
で
判
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
現

在
の
条
文
の
ま
ま
で
は
、

戸
田
市
総
合
振
興
計
画
の

「
基
本
構
想
」
の
策
定
等
に

関
し
て
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
政

の
根
幹
を
な
す
、
戸
田
市

総
合
振
興
計
画
の「
基
本
構

想
」
に
議
会
の
意
思
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
戸
田
市

議
会
の
議
決
事
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

《
結
果
》
原
案
可
決

(
全
員
一
致
）

戸
田
市
議
会
の
議
決
事

件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

意
見
書(

議
員
提
出
議
案)

を
政
府
に
提
出

基
本
構
想
を

議
決
事
件
に
追
加


